
土木交通部各課・局の事業概要

１ 駅のバリアフリー化や鉄道の施設整備の促進

２ 鉄道の利用促進

交　通　戦　略　課

　ユニバーサルデザインの理念に基づき、誰もが安心して安全に移動できる交通環境づくりを進めるため、駅のバリアフ
リー化に向けた取組を推進しています。また、近江鉄道や信楽高原鐵道の施設整備等への支援をしています。

　地域を支える鉄道の利便性向上を図るため、関係市町等と連携して、地元住民の鉄道利用促進や観光誘客等の取組を
進めています。

●鉄道ネットワークの整備

甲南駅のバリアフリー化 内方線付き点状ブロックの整備（貴生川駅）

鉄道駅と工業団地を結ぶシャトルバスの実証運行 湖西線利用促進プロモーションの実施

３ 近江鉄道線の維持･存続

　県と近江鉄道沿線5市5町は、鉄道事業者と関係団体等の参加を得て、令和元年11月5日に「地域公共交通の活性化
及び再生に関する法律」に基づく協議会（近江鉄道沿線地域公共交通再生協議会）を設置し、近江鉄道線のあり方をは
じめとする県東部地域の公共交通網の再構築を目指し、協議を行っています。
　同協議会において、令和2年3月に近江鉄道線を全線存続すること、令和2年12月には「公有民営」方式（上下分離）
に移行することが決定しました。また、令和3年10月には「近江鉄道沿線地域公共交通計画」を策定しました。令和5
年度は令和6年度からの「公有民営」方式による上下分離への移行に向けた準備や利用促進等の取組を行っていきます。

近江鉄道 一般社団法人	近江鉄道線管理機構	設立総会
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６ 地域特性に応じた交通ネットワークの構築

５ 地方バス路線等の運行支援

４ 滋賀地域交通ビジョンの策定

７ 「エコ交通」の利用促進

　地域の移動利便性の向上を図るため、福祉輸送、事業者送迎サービス等、地域の輸送資源を活用した実証運行を実施
し、地域特性に応じた交通ネットワークの構築に向けた取組を進めています。

○小学生を対象とした交通環境学習

　小学校（1〜6年生）を対象に、バスの実車等を用いた出前講座を実施しています。子どもたちが公共交通の大切
さやバスの乗り方などについて学び、慣れ親しみ、公共交通の役割を理解することにより、将来にわたって公共交
通を利用するきっかけをつくることで、地域公共交通の維持・確保につなげます。

◆実施校数
　令和4年度は15市町65校で実施しました。
◆授業風景

　地域住民の日常生活に欠かせない移動手段である地方バス路線をはじめ、コミュニティバスやデマンドタクシー等を維
持するため、運行経費の補助を行っています。

●地域公共交通の維持確保、利便性向上

●エコ交通の推進

　「重要な社会インフラ」である地域交通の将来にわたる維持・活性化に向け、「誰もが、行きたいときに、行きたいと
ころに移動ができる」滋賀の地域交通の実現を目指す、「滋賀地域交通ビジョン」を令和5年度に策定します。

　鉄道やバスなどの公共交通と自転車や徒歩などを組み合わせた、人と環境に優しい「エコ交通」の利用を促進するた
め、県庁自らが率先して行っていくとともに、「エコ通勤優良事業所」の認証登録（※）に向けた呼びかけや、小学生
を対象とした交通環境学習などの取組を進めています。

※エコ通勤優良事業所認証制度
　	　公共交通利用推進等マネジメント協議会により、エコ通勤に関して高い意識を持ち、エコ通勤に関する取組を
積極的に推進している事業所を認証・登録し、その取組を広く紹介する制度。
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